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小学校教員養成における体育科教育法の指導について

Ⅰ．はじめに
１．小学校教員養成における課題と方向性
現代社会は情報機器、ネットワーク環境の普及

に伴いグローバル社会へと発展した。その普及に
伴い、経済活動にも中心的な役割を担い、重要な
位置付けとなっている１）。
教員養成においては「新たな時代に向けた教員

養成の改善方策について」教育職員養成審議会よ
り以下の内容が述べられている。
平成 29 年３月に新しい学習指導要領が告示さ

れた。日本の学校教育が「人の育成」を掲げたも
のとなり、未来の日本を築き上げるものといって
も過言ではない。その内容として新学習指導要領
は教科の枠を越えた各教科の時間時数に表れてい
る（表１）２）。グローバル社会になっている今日
は、予測困難を迎えるにあたり、一人一人が生涯
をどう生き抜いていくかが問われる時代であると
思う。中央教育審議会答申（平成 28 年 12 月）３）

では「生きる力」の育成のためには、学ぶ意義の
明確化と教科等横断的な教育課程の編成として学
校の特色、豊かな学びの実現の検討が必要と述べ
ている。今後、小学校教員をめざす学生に必要と
されていることが二つある。１）グローバル的な
視点から確かな学力、豊かな心、健やかな体の調
和を重視すること。２）「生きる力」を育成する

ために体育・運動を通して学びと社会とのつなが
りに向けた体育の授業をどのように捉えていくか
が要求されている。

２．文部科学省学習指導要領解説体育編にみる小
学校体育目標の改善

小学校の学習指導要領体育編の改善に、課題に
向けて、考え方・見方を働かす内容が含まれ、生
涯スポーツライフの取り組みを目指すことを示し
ている。
 （１）その特性に応じた各種の運動の行い方及び
身近な生活における健康・安全について理解する
とともに、基本的な動きや技能を身に付けるよう
にする。
 （２）運動や健康についての自己の課題をみつけ、
その解決に向けて思考し判断するとともに、他者
に伝える力を養う。
 （３）運動に親しむとともに健康の保持増進と体
力の向上を目指し、「楽しく明るい生活を営む態
度を養う」とされている。従って、指導の任に当
たる教師には、自らがこの目標に沿った生き方が
問われているはずである。例えば、「運動に親し
む資質や能力を育てる」とは体育を指導する教師
が児童をして運動に親しませ、その能力を高めさ
せるという意味であり、そのためには自らが運動
に親しみ、その能力を高める努力を怠ってはなら
ないのである。同様に健康の保持増進、体力の向
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上に努めなければならないのである。

３．学習指導要領改訂の基本的な考え方
学習指導要領は概ね 10 年に１回ほどの頻度で

改訂が行われてきた。今回の改定で示されたの
が、グローバル化社会からくる、予測困難な時代
に対処できる子供たちの育成を図るため、人や物
と進んで関わり合い、その中で、自己のよさや可
能性を発揮し、よりよい未来の創り手となる力を
身に付けられるようにする必要性がある。このこ
とから３点を学習指導要領改訂の基は、変化を前
向きに受け止め、社会や人生を、人間ならではの
感性を働かせてより豊かなものにしていくことが
期待される。
①教育基本法、学校教育法などを踏まえ、これま
での我が国の学校教育の実績や蓄積を活かし、子
供たちが未来社会を切り拓くための資質・能力と
は何かを社会と共有し、連携する「社会に開かれ

た教育課程」を重視。
②知識及び技能習得と思考力、判断力、表現力等
の育成のバランスを重視する現行学習指導要領の
枠組みや教育内容を維持した上で、知識理解の質
をさらに高め、確かな学力を育成。
③先行する特別教科化など道徳教育の充実や体験
活動の重視、体育・健康に関する指導の充実によ
り、豊かな心や健やかな体を育成。

４．東北女子大学家政学部児童学科の教育目標４）

「小学校・幼稚園教諭、保育教諭、保育士など、
子どもの成長に関わるエキスパートとして、専門
的知識と技術だけでなく、子どもに関わる現代の
様々な課題について深く考える能力、さらには社
会において仲間と協力して活動するために必要と
なるコミュニケーション能力を備えると共に、教
養を高め礼節と品性を身に付けた人材を育成す
る。」

表１　小学校の標準授業時数について２）
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求める人物像
・子供が大好きで、乳幼児・児童一人ひとりを大
切にする人。

・自らの成長にも夢を持って努力しようとする人。
・子どもに関わる職業に就きたい人。

・大学での学びを達成するために必要なコミュニ
ケーション能力と協調性を有している人。

・高等学校の主要教科の基礎学力を備え、また、
スポーツや文化、芸術面などの要素を有してい
る人。

Ⅱ．本研究の目的
本研究では、教員養成（体育）をするための基

本的な知識や指導方法を教授する「体育科教育法」
における授業内容を示し、小学校教員養成（体育）
のための今後の課題を明らかにすることを目的と
する。
具体的には、体育科教育法の授業のねらい、内

容、展開方法を示し、今後の課題を明らかにする。

１　体育の取り組み
１．体育科教育法
 （１）ねらい・到達目標
体育科教育法は３年次・４年次に配置されてい

る（表２）。授業のねらいは「体育科教育の基本
概念（基本方針・目標）から始まり、学校体育の
在り方、学校スポーツ等の理解を含める目標、内
容、指導計画、学習指導方法、評価方法等につい
て学習し体育科教員として授業を展開していくの
に必要な基礎的要素を学ぶ」ことである。

到達目標は体育科の小学校関連がわかる「学校
体育から生涯スポーツまで理解できる」を位置付
けた。

 （２）講義内容
講義計画は、表３の通りである。

１）第１回～２回
体育の基本概念、変遷、意義及び方法と学校

教育の課題と役割などを取り上げた。
２）第３～９回
各計画の（目標・目的・意義・分類・種類）

に応じた内容を理解する。具体的には、学習指
導要領解説保健体育編の理解を中心にすすめ、
各領域について、学生が理解できる。

３）第 10～12 回
評価について理解させる。学習指導案（単位

時間計画等）に関する具体的な項目や作成時に
留意する点について学ぶ。

４）第 13～15 回

表２　小学校教諭一種免許・幼稚園教諭一種免許・保育士の資格取得「体育」の授業
科目と単位（東北女子大学「学校案内2017」p19-20 より作成）５）

授業科目 単位数 年次別単位数
必修 選択 １年 ２年 ３年 ４年

体　　育 ２ ①②③
身体表現（１）  ２ ①②③
身体表現（２）  ２ ①②④
体育科教育法  ２ ① ①

①小学校教諭当該免許に係わる必修科目
②幼稚園教諭当該免許に係わる必修科目
③保育士当該免許に係わる必修科目
④保育士当該免許に係わる選択科目
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保健の基本概念・目標・目的を理解し、評価
について学ぶ。

 （３）講義の特徴
各計画案は体育の授業を実践するうえでシナリ

オとなる部分である。このため、授業がイメージ
できるように目標・内容・方法等を明確に記述す
ることが必要となる。本科目では「生徒に対し、
いかに良い授業ができるか」が前提のもと、詳細
な内容を提示し、それに沿って学習指導案作成能
力の育成を図る。

 （４）評価
評価は、通常授業の意欲・態度が 30％、筆記

試験 70％で行う。

２．体育科教育法の講義計画
小学校教員養成における体育科教育法の授業の

ねらいと授業計画について以下に示す（表３参
照）。
授業のねらいは、「体育科教育の基本概念（基
本方針・目標）から始まり、学校体育の在り方、
学校スポーツ等の理解を含める目標、内容、指導
計画、学習指導方法、評価方法等について授業展
開をどのような観点から展開するべきかを学習
し、体育科教員として必要な基礎的要素を学ぶ」
こととしている。また、授業の到達目標として、
「学校体育から生涯スポーツまで理解できる」を
位置付けた

回数 講義計画と内容 形式

１ 体育の学習に関する基本概念（変遷、基本方針、目標） 講義

２ 体育の内容（体つくり運動、器械運動系、陸上運動系、水泳系、ボール運動系、
表現運動系）

講義

３ 体育の指導計画（作成の意義・種類、教育課程編成と年間指導計画作成の実際） 講義

４ 年間指導計画の作成 演習

５ 年間指導計画の検討・単元計画作成の実際 講義・演習

６ 単元計画の作成（小学校体育ハンドブック参照） 演習

７ 指導計画作成の実際　 講義・演習

８ 時間計画作成の実際　 演習

９ 時間計画の検討 講義・演習

10 体育の学習指導と評価の基本 講義

11 体育の学習指導と評価の実際（体つくり運動、器械運動系、陸上運動系、水泳
系、ボール運動系、表現運動系）

講義

12 学習評価の実際 講義・演習

13 保健学習に関する基本概念（目標、内容） 講義

14 保健授業の実際 講義

15 保健授業の指導と評価 講義

表３　体育科教育法の講義計画
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３．講義内容の詳細
　講義内容について、第１回から 15 回まで、以
下に示す。

第１回（講義）
１体育とは
２体育科教育法とは
３体育学習に関する基本概念 
　・体育学習の方向性
　・体育学習の目標
　・体育学習の変遷

１体育とは
学習課題の内容から、自分が取り組む「技能」

の習得と、友達（仲間）と一緒に協力することに
よって、「態度について学び、練習方法を工夫す
ることで「思考・判断」する力を養うものである。
体育的学力
・身体能力（運動技能＋体力）
・ 態度（運動の社会的行動）・・・「責任」や「協
力」のことであり、「忘れ物の回数」などで
測る性質のものでない。

・学び方（思考・判断）
・知識　　　　
・体育の学習内容
　①技能（「体つくり運動」は運動）
　② 態度（公正、協力、責任、参画　などの社
会的行動）

　③ 知識、思考・判断（「運動の特性や成り立
ち」、「技術（技）の名称や行い方」「関連
して高まる体力」「伝統的な考え方」「表現
の仕方」「運動観察の方法」など）　

２体育科教育法とは
杉山らは、体育科教育法とは「教科体育を中心

に、その他体育的なクラブ活動や体育的行事など
も含む学校体育の諸活動を研究対象に、その教育
方法上の原理を明らかにする学問６）」としており、
授業研究はもとより、学校生活全般における身体
的活動を通じた教育方法について探究する学問で

あると捉える。

３体育学習に関する基本概念 
 （１）体育の学習の変遷
 （２）体育の学習の方向性
 （３）体育の目標

 （１）－１　体育の変遷
各教科の内容は学習指導要領にある学習指導要

領の改訂がポイントとなり、おおむね 10 年に１
回改訂されている。近々では、1998 年、2008 年
にそれぞれ改定されている６）。
近年の改定の動向としては以下のようにまとめ

られる。

１　新体育の理念を具体的にした生活体育の時期
２　体力づくりを中核とした体力主義体育の時期
３　運動の教育を体育理念として展開した「楽し
い体育」の時期の３つの時代に大別できる。
学習指導要領の変遷についてまとめると、以下

のとおりである。
1947（昭和 22）年　 経験主義のコア・カリキュ

ラム
1958（昭和 33）年　系統主義への転換
1968（昭和 43）年　教育の現代化
1977（昭和 52）年　ゆとりと充実
1989（平成元）年　新学力観　選択
1998（平成 10）年　 完全学校週５日制「生きる

力」
2008（平成 20）年　 「生きる力」ことばと体験

習得・活用（探求）。

 （１）－２　体育の目標の変遷
体育の目標は、身体を強健にすることが社会的

な役割とみなされた時代（身体教育）から、運動
やスポーツにより公正・協力・責任などの社会的
態度を養う運動やスポーツの手段的価値に着目し
た体力の向上、人間形成に変化（運動による教育）
してきている。そして近年、運動やスポーツに内
在する価値を重視する「運動の教育」に至ってい
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る。
まとめると、「身体教育」から「運動による教

育（運動を媒介とした人間形成）」、そして「運動
の教育」へと変わってきている。

 （１）－３　生きる力
近年、「生きる力」の育成が重要視されている。
生きる力とは、変化が激しく、新しい道の課題に
試行錯誤しながらも対応することが求められる複
雑で難しい時代を担う子どもたちにとって、将来
の職業や生活を見通して、社会において自立的に
生きるために必要とされる力。
「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別
支援学校の学習指導要領の改善（答申）」（2008 年
１月）

 （２）体育学習の方向性
・生きる力の育成が引き続き重視されている
・ 12 年間を見通した指導内容の体系化と明確化
が図られている

・体力の向上、基本的な知識・技能育成を重視し
ている

学習指導要領改善の基本方針
①発達段階のまとまりを考慮し、小学校、中学校
及び高等学校を見通した指導内容の体系化を図
ること。

②指導内容の確実な定着を図る観点から、指導内
容を明確に示すとともに、学校段階の接続を踏
まえ、領域の取り上げ方の弾力化を図ること。

③体力の向上を重視し、「体つくり運動」の一層
の充実を図るとともに、学校の教育活動全体や
実生活で生かすことができるようにすること。

④基本的な知識の確実な定着を図るため、発達段
階を踏まえて知識に関する領域の構成を見直
し、各領域に共通する内容に精選するととも
に、各領域との関連で指導することが効果的な
内容については、各領域で取り上げられるよう
整理すること。

小学校のポイント（新学習指導要領）
・体力低下等の課題を踏まえ、従前、高学年から
実施していた体つくり運動を、体ほぐし運動、
多様な動きをつくる運動（遊び）という新領域
として、低学年から実施。

・体系化を図ることを踏まえ、従前の基本の運動
から、内容として実施されていた具体的な運動
領域に低学年、中学年の領域名称を変更。

・領域の取り扱いを弾力化し、２年ごとに履修で
きるよう改善。

・ゲーム、ボールゲーム運動は、特性や魅力に応
じて、ゴール型、ネット型、ベースボール型に
分類して示した（中学校、高等学校球技も同
様）。 

 （３）体育の目標
・教科の目標は、小・中・高等学校で果たすべき
役割を総括的に示す

・小・中・高の一貫性を踏まえ、各学校段階及び
発達段階としての重点や基本的な指導の方向を
示す

・生涯にわたる豊かなスポーツライフの基礎づく
りを目指している

・単なる知識、技能の向上ではない 
①生涯にわたって運動に親しむ資質や能力の育成
②健康の保持増進のための実践力の育成
③体力の向上

体育の目標の一貫性
小学校：心と体を一体としてとらえ、適切な運動
の経験と健康・安全についての理解を通して、生
涯にわたって運動に親しむ資質や能力の基礎を育
てるとともに健康の保持増進と体力の向上を図
り、楽しく明るい生活を営む態度を育てる。

中学校：心と体を一体としてとらえ、運動や健
康・安全についての理解と運動の合理的な実践を
通して、生涯にわたって運動に親しむ資質や能力
を育てるとともに健康の保持増進のための実践力
の育成と体力の向上を図り、明るく豊かな生活を
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営む態度を育てる。

高等学校：心と体を一体としてとらえ、健康・安
全や運動についての理解と運動の合理的、計画的
な実践を通して、生涯にわたって豊かなスポーツ
ライフを継続する資質や能力を育てるとともに健
康の保持増進と体力の向上を図り、明るく豊かで
活力のある生活を営む態度を育てる。
※下線部は改善点７）。

小学校各学年の目標（保健を除く）
・［１年及び２年の目標］
 （１）簡単なきまりや活動を工夫して各種の運動
を楽しくできるようにするとともに、その基本
的な動きを身に付け、体力を養う。

 （２）だれとでも仲良くし、健康・安全に留意し
て意欲的に運動をする態度を育てる。

・［３年及び４年の目標］
 （１）活動を工夫して各種の運動を楽しくできる
ようにするとともに、その基本的な動きや技能
を身に付け、体力を養う。

 （２）協力、公正などの態度を育てるとともに、
健康・安全に留意し、最後まで努力して運動を
する態度を育てる。

・［５年及び６年の目標］
 （１）活動を工夫して各種の運動の楽しさや喜び
を味わうことができるようにするとともに、そ
の特性に応じた基本的な技能を身に付け、体力
を高める。

 （２）協力、公正などの態度を育てるとともに、
健康・安全に留意し、自己の最善を尽くして運
動をする態度を育てる。

第２回（講義）　
体育の内容
・運動の内容
1988 年改訂以前
・技能・態度

2008 年改訂
・技能・態度・学び方 
2008 年改訂
・技能・態度・（知識）思考・判断「学び方」の
内容が「（知識）思考・判断」も内容として、
より精密に整理された。

・態度の内容
①運動への意欲
②運動場面での仲間との協力
③勝敗への公正な態度
④自己の役割を自覚して責任を果たす
⑤運動場面での安全への配慮　
　　

・技能の内容　
1998 年改訂
自己の能力に適した課題をもって次の運動を行
い、その技能を身に付け、競争したり、記録を高
めたりすることができるようにする。
ア：短距離走・リレー及びハードル走
イ：走り幅跳び及び走り高跳び

2008 年改訂
次の運動の楽しさや喜びに触れ、その技能を身に
付けることができるようにする。
ア：短距離走・リレーでは、一定の距離を全力で
走ること

イ：ハードル走では、ハードルをリズミカルに走
り越えること

ウ：走り幅跳びでは、リズミカル助走から踏み
切って跳ぶこと

エ：走り高跳びでは、リズミカルな助走から踏み
切って跳ぶこと

・態度の内容
①運動への意欲
②運動場面での仲間との協力
③勝敗への公正な態度
④自己の役割を自覚して責任を果たす
⑤運動場面での安全への配慮　
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運動の分類の考え方
体育の内容としての「運動」は、「体つくり運動」、

「スポーツ」、「ダンス」の３つに基本的に分類さ
れる。このうち、「体つくり運動」は、体ほぐし
をしたり、体力を高めたりなど、体の動きを維持
向上するために意図的につくり出されたものであ
る。一方「スポーツ」は、運動そのものを楽しん
だり、運動技能を手掛かりとして技や記録を高め
たり、他者や他チームと競争したりするものであ
る。　　
また、「ダンス」は、自分の感じたことを体を
使って表したり、一定のリズムに乗って踊ったり
して楽しむものである。

小学校の体育の授業
体つくり運動
・体つくり運動は「心と体の関係に気付くこと、
体の調子を整えること、仲間と交流することな
どの体をほぐしたり、体力を高めたりする運動
である」と示されるように、心と体を一体とし
て捉える視点が強調されるようになった。

・体ほぐしの運動
・体力を高める運動
運動そのものを楽しむより、自分の体との対話
ができるようにしていく領域

体ほぐし運動
・心と体の関係に気付く
・体の調子を整える
・仲間と交流する
体力を高める運動
・体のバランスをとる運動（遊び）
・体を移動する運動（遊び）
・用具を操作する運動（遊び）
・力試しの運動（遊び）

各学年における学習内容　　　　
１・２学年：体ほぐし運動は多様な動きをつくる
運動遊び（力試しの遊び・用具を操作する遊びを
含め指導）
３・４学年：体ほぐし運動は多様な動きをつくり

運動（力試しの運動・用具を操作する運動を含み
指導）
５・６学年：体ほぐし運動は体力を高める運動
（体の柔らかさ及び巧みな動きを高めることに重
点を置いて指導）

体つくり運動（授業づくりの基本）
①多様な動きをつくる運動（遊び）
・低、中学年においては、発達の段階を踏まえる
と、体力を高めることを学習の直接の目的とす
ることは難しい。

・将来的に技能を身に付けたり、体力を高めるに
は、この時期から様々な体の基本的な動きを
培っておくことが重要である。

②体力を高める運動
・体の柔らかさ及び巧みな動きを高めるための運
動と、力強い動き及び動きを持続する能力を高
めるための運動について、子どもたちが体力要
素や体力の必要性を理解し、子どもが体力を高
めるためのねらいをもって運動に取り組むこと
が特徴。

・高学年の内容は、中学校、高等学校へと続く体
つくり運動の入りと考えることができる。

③体ほぐしの運動
・いろいろな手軽な運動や律動的な運動を行い、
体を動かす楽しさや心地よさを味わうことに
よって、自分や仲間の体の状態に気付き、体の
調子を整えたり、仲間と交流したりする運動。

・こうしたねらいに即した学習をするためには、
技能の向上による達成目標を目指したり、技能
によって勝敗が左右されるゲームを行うことは
なじまない。そのため、体ほぐしの運動では、
「運動の技能」の評価を位置付けていない。
・体つくり運動は、すべての学年で必ず指導する
ことになっている点が、他の領域と大きく異な
る点である。

器械運動系
 （１）技能
・低学年 ─ 固定施設やマット、鉄棒、跳び箱を
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使った運動を楽しく行い、その動きができるよ
うにする。

・中学年、高学年 ― マット、鉄棒、跳び箱を使っ
た運動の楽しさや喜びに触れ、その技ができる
ようにする。 

 （２）態度
・基本的に低学年から高学年まで以下のことで共
通している。

・それぞれが運動に進んで取り組むこと。
・授業の約束を守り、仲間と助け合うこと。
・使う施設や用具の安全に気を付けること。
 （３）思考・判断
・簡単な遊び方の工夫ができること（低学年）。
・自己の能力に適した課題をもつこと（中学校、
高学年）。
・技（高学年は「課題」）ができるようにするた
めの活動を工夫すること（中学年、高学年）。

・技の組み合わせを工夫できること（高学年）。 

器械運動系
 （１）低学年
・固定施設を使った運動遊び・マットを使った運
動遊び・鉄棒を使った運動遊び・跳び箱を使っ
た運動遊び

 （２）中学年　　
・マット運動・鉄棒運動・跳び箱運動
 （３）高学年
・マット運動・鉄棒運動・跳び箱運動

器械運動系（授業づくりの基本）
・マット運動、跳び箱運動、鉄棒運動などは非日
常的な運動固定施設を使った運動である。

・体育の中で意図的に取り組まなければ、経験す
ることさえなくなってしまう運動である。

・器械・器具を使っての運動遊びは、いろいろな
動きに楽しく取り組んで、自分の力にふさわし
い動きを身に付けたときに喜びを味わうことが
できる運動である。

・技を身に付けたり、新しい技に挑戦したりする
ときに楽しさや喜びを味わうことができる運動

である。
・より困難な条件の下でできるようになったり、
より雄大で美しい動きができるようになったり
する楽しさや喜びがある。

陸上競技系
 （１）低学年の「走・跳の運動遊び」においては、
走の運動遊びや跳の運動遊びを児童が楽しく行
うことに力点がおかれることになる。しかしな
がら、活動欲求が先行しがちな児童の欲求に合
わせるだけではなく、この段階から、準備や片
付けを友達と一緒に協力して行うことや、安全
に気を付けること、きまりを守る、あるいは、
自他を認め合いつつ勝敗の結果を受け入れるこ
と、さらには、楽しく遊ぶことのできる場や遊
び方を選ぶことや友達のよい動きを見付けるこ
と等が学習の内容となる。

 （２）中学年の「走・跳の運動」においては、低
学年での学習の積み重ねの上に、動きのポイン
トを意識し、自分の力に応じて課題解決に向け
た練習の仕方、競争の仕方を選ぶことが学習の
内容となる。さらに高学年の「陸上運動におい
ては、中学校での学習の積み重ねの上に、走る、
走り越える、走って跳ぶというまとまりのある
運動について、自分の力に応じた練習や競争の
仕方を選んでいくことが狙い・内容となる。　

陸上競技系（授業づくりの基本）
・一つ目は、走りそのものを楽しく行いながら、
よい動きにしていく。

　ジグザグに走ったり、障害を跳び越えて走った
りするなど様々な走りをすることで、これまで
とは違った走りの楽しさを味わう。

・二つ目は、走ることを他の力に生かすことにな
る。走ってきた力を生かして、より遠くへ、ま
たは高く跳ぶことであったり、自分が走ってき
た力を友達に受け継ぐことであったりする。

・運動種目に大きく分けると「走」と「跳」であ
り、さらに細かく分けると「短距離走、リレー、
ハードル走」「走り幅跳び、走り高跳び」となり、
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これらを通して陸上運動系の指導を行う。
・合理的な動きを身に付けるとともに、仲間と速
さや高さ・距離を競い合ったり、自己の記録へ
挑戦したりする楽しさも十分味わうことができ
るようにしたい。

水泳系
・低学年（１・２年）「水遊び」　
・中学年（３・４年）「浮く・泳ぐ運動」　
・高学年（５・６年）「水泳」で構成されている。

 （１）低学年の水遊び
「水に慣れる遊び」と「浮く・もぐる遊び」に
ついて、楽しく行いながらそれぞれの動きをでき
るようにすることである。水中という特殊な環境
に慣れ、それを克服していくことを楽しみながら
運動することが課題である。
 （２）中学年の浮く・泳ぐ運動を水泳へとつなげ
るうえで重要な体位（横体姿勢）の獲得を中心に
考える必要がある。立位ではなく横体での移動に
慣れるために、補助具の活用やエレメンタリー・
ストロークを導入するなど、細かな泳形にこだわ
らず獲得が課題である。
 （３）高学年の水泳
クロールと平泳ぎを続けて長く泳ぐために、手

足の動きをゆったりとリズミカルに行うことと、
その動きに呼吸をしっかりと合わせることが重要
である。全体的にバランスのよい泳ぎ方を身に付
けることが課題である。

水泳系（授業づくりの基本）
・水泳系の運動は、陸上運動とは対照的に、泳ぐ
活動をしなければ、いつまでたってもできるよ
うにはならない。

・一歩間違えば命にかかわる運動でもある。
・それだけに、水とのかかわりはていねいに行い
たい。

・低学年であれば、胸まで水に入るだけでも怖さ
を感じることがある。

・まずは、壁につかまりながら水中を動き回るな

どの易しい運動からはじめ、水に顔を浸けた
り、もぐったりするなど、子どもにとって楽し
い運動から、浮いたり、補助具につかまって泳
いだりする心地よさを楽しむ運動へと進めてい
く。

・高学年になると、それぞれの子どもに合った課
題に取り組み、泳ぎを獲得する喜びを味わうこ
とができるようにしていく。

・小学校では、泳ぎの速さよりも、合理的で安定
したフォームで泳ぐ距離を伸ばしていき、泳ぐ
ことの楽しさや喜びを味わうことを大切にす
る。

・水泳は命にかかわることから、水泳場の確保が
困難で水泳を扱えない場合でも、水泳などの安
全の心得については必ず指導することになって
いる。

・安全なスタートを確保する必要から、「水中か
らのスタートを指導する」ことが示されている。

・子どもによっては、顔を水に浸けない背泳ぎの
ほうが習得しやすいこともあることから、「学
校の実態に応じて背泳ぎを加えて指導すること
ができる」ことが「内容の取扱い」に示されて
いる。

ボール運動系
・ボール運動の分類
 （１）ゴール型（サッカー、バスケットボール、
ハンドボールなど）
ゴール型ゲームは、コート内で攻守が入り混じ

り、手や足などを使って攻防を組み立て、一定時
間内に得点を競い合うところにその楽しさがあ
る。相手と味方のプレーヤーが入り混じって攻防
が展開される。
 （２）ネット型（ソフトバレーボール、プレルボー
ルなど）
ネット型ボールゲームは、対戦する相手とネッ

トを挟んで攻撃・守備をしながら、相手プレー
ヤーが捕りにくいようなボールを打ち返すところ
にその面白さがある。
 （３）ベースボール型（ソフトボール、ティーボー
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ルなど）
ベースボール型ゲームは、攻撃と守備を規則的

に一定回数行い、得点を競い合う運動である。

ボール運動の学習内容は、他の運動領域と同様
に３つの内容で構成される。
「技能」に関して、ゴール型では、簡易化され
たゲームで、ボール操作やボールを受けるための
動きによって、攻防をすることができる。ネット
型では、簡易化されたゲームで、チームの連係に
よる攻撃や守備によって、攻防をすることができ
る。ベースボール型では、簡易化されたゲームで、
ボールを打ち返す攻撃や隊形をとった守備によっ
て、攻防をすることができる。

ボール運動系（授業づくりの基本）
・この領域は「集団」対「集団」で競い合い、仲
間と力を合わせて競争することに楽しさや喜び
を味わうことができるところが特徴。

・これらを保障する学習をどのように組み立てる
かが大切。

・「ゲーム領域」と「ボール運動領域」の違いを
認識し、発達の段階を踏まえた指導をすること。

・「ゲーム領域」は、勝敗を競い合う運動をした
いという欲求から成立した運動。

・スポーツ文化のルールに縛られてしまうのでは
なく、子どもたちの欲求や技能などの実態に合
わせて学習をつくり上げていく必要がある。

・ゲーム領域は「ルール」という言葉を使わずに、
子どもたち（もちろん教師とともに）がつくり
上げた「規則」に基づいてゲームを行う。

・この自由な裁量を見極め、どのように学習に反
映させていくかが授業づくりを左右。

・「ボール運動」は、中学校の球技領域への入り
口として、ある程度、スポーツ文化を大切にし
ながら、スポーツのルールなどを簡易化して
ゲームを行う。

指導内容の明確化
・もちろん「技能」は意識するが、仲間と協力し
てゲームを楽しくするために規則を工夫したり
作戦を立てたりすることを重視しながら、ゲー
ムを楽しく行うための工夫をすることや公正に
行動する態度、特に勝敗の結果をめぐって正し
い態度や行動がとれるようにすることも大切な
学習内容。

・「集団」対「集団」で行うゲームであるだけに、
チームばかりに目がいき、一人一人の実態をつ
かめていないということがないようにする。

・豊かなスポーツライフを考える場合には、一人
一人の思いに沿った学習が展開できるようにす
る必要。

表現運動系
「表現」では題材からのイメージや感じであり、

「リズムダンス」ではロックやサンバなどのリズ
ムであり、「フォークダンス」では日本の民踊や
外国のフォークダンスで取り上げる踊りである。

「リズムダンス」の題材例
弾んで踊れるような軽快なロックやサンバなど

のリズムを中心に、低学年では身近で関心の高い
曲を、中学年ではテンポや曲調が異なるロックや
サンバのリズムの曲を選ぶ。

「フォークダンス」の曲目例
日本の民謡では、阿波踊り、ソーラン節、エイ

サー、外国の踊りでは、マイム・マイム、コロブ
チカ、グスタフス・スコールなど、特徴や感じの
異なる踊りが例示されている。

「表現」では題材からのイメージや感じであり、
「リズムダンス」ではロックやサンバなどのリズ
ムであり、「フォークダンス」では日本の民踊や
外国のフォークダンスで取り上げる踊りである。

「表現」の題材例
低学年では、動物や乗り物などの身近で特徴の
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ある動きを多く含む題材、中学年では、具体的な
生活からの題材、探検や忍者などの空想の世界か
らの題材、高学年では、激しい感じや群（集団）
が生きる題材など。

表現運動系（授業づくりの基本）
・題材の特徴をとらえて、そのものになりきって
表現したり、軽快なリズムの音楽に乗って踊っ
たりして楽しむことが大切。

・表現運動における技能は「指先がどれくらい伸
びているか」「回転がどれだけ滑らかか」といっ
たことではなく、「表したい感じを特徴や感じ
をとらえて表現したり、リズムに乗って全身で
踊ったりしながら即興的に表現すること」と「簡
単なひとまとまりの表現をすること」。

・器械運動の技のように、一定の方向に高めてい
くのではなく題材や曲のリズムなどを手がかり
に、気付いたり、感じたりしたことを自由に表
現することが保障されていることも大きな特
徴。

・子どもにとって身近で関心が高く、具体的で特
徴のある動きを多く含む題材や、弾んで踊れる
ような軽快なリズムの音楽を取り上げるように
し、自己の心身を解き放って踊ることができる
ようにしていくことが重要。

まとめと課題
今回の第１報は体育科教育法の最も基本的な内

容を学習することを目的としている。その内容は
生涯にわたって健康の保持増進と豊かなスポーツ
ライフの実現を重視し、教員として必ず理解して
おく必要な内容である。
今後の課題は、東北女子大学児童学科の学生が

本講義で理論的に理解した内容を指導実践するこ
とにより実体験を積んでいく機会を設定すること
である。
第２報では、各計画（目標・目的・意義・分類・

種類）に応じた内容を理解するために、学習指導
要領解説保健体育編を中心に説明する。
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